
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
六
号

二
○
〇

二
年
三
月

江
戸
の
名
主
文
書

『重
宝
録
』
に

つ
い
て

小

林

信

也

は
じ
め
に

近
世
江
戸
町
方
の
名
主
が
残
し
た
記
録
と
さ
れ
る

『重
宝
録
』
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
公
文
書
館
の
編
集
に
よ
り
二
〇
〇
〇
年

一
〇
月
に
第

一
巻
が
東
京
都
か
ら

翻
刻
刊
行
さ
れ
た
。
全
六
巻
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
二
〇
〇

一
年

一
〇
月
に
は
第

二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
『重
宝
録
』
の
原
本

は
東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
し
て
い

る
。
同
館
に
お
け
る
原
本
請
求
番
号
は

「
c
K
-
七
七
九
～
八
〇
四
」
で
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
請
求
番
号
は

「江
ー
随
筆
類
-
〇

二
四
～
〇
二
六
」
と
な

っ
て

い
る
。
右
に
紹
介
し
た
刊
本

『重
宝
録
』
第

一
巻

の

「
は
し
が
き
」
に
お
い
て

『重
宝

録
』
の
概
要
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
「内
容
は
、
町
触
な
ど
の
法
令

類
、
町
奉
行
所
か
ら
の
問
合
わ
せ
へ
の
答
申

、
町
入
用
の
書
上
、
小
問
書
上
等
の

ほ
か
、
町
会
所
関
係
、
町
火
消
関
係
、
産
業
経
済
関
係
、
各
由
緒
書
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
。
な
か
で
も
、
深
川
地
域
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
詳
細
な
記
録
が
含
ま
れ

て
お
り
、
興
味
深
い
。
深
川
地
域
は
、
関
東
大
震
災
、
東
京
大
空
襲
、
そ
の
ほ
か

火
災

・
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ

っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
重
宝
録
は
数
少
な

い
深
川
地
域
の
史
料
と
し
て
、
江
戸
地
域
史
研
究
の
進

展
に
と

っ
て
意
義
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
。

こ
れ
ま
で

『重
宝
録
』
所
収
の
文
書
を

一
部
使
用
し
た
研
究
は

い
く

つ
か
発
表

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『東
京
市
史
稿
』
な
ど
に
も
所
収
文
書

の

一
部
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
現
在
進
行
し
て
い
る
刊
行
事
業

に
よ

っ
て
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

な

っ
た

『重
宝
録
』
が
、
今
後
、
近
世
江
戸
に
関
す
る
研
究
の
基
本
史
料
と
し
て

そ
の
地
位
を
高
め
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
状
況
に
加
え
、
詳

し
く
は
後
で
述
べ
る
が
、
天
保
改
革
前
後
か
ら
安
政
年
問
に
か
け
て
江
戸
町
方
の

行
政
全
体
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
あ
る
名
主

の
活
動
を

『重
宝
録
』

が
伝
え
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
従
来
見
過
ご
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て

『重
宝
録
』

の
史
料
的
価
値
は
高

い
と

い
え

る
。と
こ
ろ
が

『重
宝
録
』
に
つ
い
て
は
そ
の
成
立
過
程
な
ど
を
検
討
す
る
作
業
が
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こ
れ
ま
で
見
当
た
ら
な
い
。
編
者
が
誰
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
実
は
定
説
が

な
い
。

一
九
二
六
年
刊
行
の

『深
川
区
史
』
は
、

一
九
二一

年
に
開
催
さ
れ
た
深

川
史
料
展
覧
会
の
出
展
史
料
目
録
を
掲
載

し
て
い
る
が
、
そ
の
目
録
に
は
、
東
京

府
か
ら
の
出
展
品
と
し
て

『重
宝
録
』
お
よ
び
後

で
ふ
れ
る

『寛
永
録
』
が
書
上

げ
ら
れ
、
『重
宝
録
』
の
項
目
に
は

「相

川
町
名
主
相
川
新
兵
衛
手
記
」
と
い
う

(
1
)

注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
記
が
深
川
史
料
展
覧
会

の
関
係
者
に
よ
る
も
の

か
、
出
展
者
の
東
京
府
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は

『深
川
区
史
』
編
纂
者
に
よ

る
も
の
か
、
確
定
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は

『重
宝
録
』
の
編
者
が
深

川
相
川
町
の
名
主
相
川
新
兵
衛
で
あ
る
と

い
う
ひ
と
つ
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、

一
九
五
七
年
刊
行

の

『江
東

区
史
』
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。
「深
川
の
名
主
の
中
に
は
著
名
な
人
も
あ

っ
た
。
こ
と
に
相
川
町
方
面
の
名

主
を
し
て
い
た
相
川
新
兵
衛
ら
は
寛
永
六
年

(
一
六
二
九
)
深
川
猟
師
町
方
面
を

開
拓
し
猟
師
町
を
起
立
し
、
元
禄
八
年

(
一
六
九
五
)
に
昔
か
ら
の
新
兵
衛
町
を

改
め
て
相
川
町
と
し
た
。
相
川
氏
は
開
発
以
来
同
町
の
名
主
を

つ
と
め
て
き
た
。

こ
の
家
に
伝
わ
る
寛
永
録
七
巻
は
猟
師
町
起
立
以
来
の
沿
革
や
そ
の
他
の
明
細
な

記
録
で
あ
る
。
ま
た
代
代
熊
井
町
の
名
主

を
つ
と
め
て
き
た
熊
井
家
に
も
深
川
の

地
誌
や
郷
土
資
料
と
し
て
貴
重
な
重
宝
録
二
十
四
巻
が
あ
り
現
在
と
も
に
東
京
都

(
2

)

の
都
政
史
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
」
。
こ
の
よ
う
に

『江
東
区
史
』
は

『寛
永

録
』
と
い
う
文
書
が
名
主
相
川
新
兵
衛
家

に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
見
解
を

示
す

一
方
で
、
『重
宝
録
』
は
熊
井
と
い
う
別

の
深
川
の
名
主
家
に
伝
わ
る
文
書

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
先
の

『深
川
区
史
』
と
は
異
な
る
見
解

で
あ
る
。

『重
宝

録
』
所
収
史
料
を
論
文
中
で
引
用
し
た
曲
田
浩
和
は

「深
川
熊
井
町
名
主
家
に
伝

え
ら
れ
た
と

い
わ
れ
る

「重
宝
録
」
な
る
記
録
」
と
述
べ
、
『江
東
区
史
』
の
説

(3

)

と
同
様

の
見
解
を
と

っ
て
い
る
。
他
方
、
高
山
慶
子
は

『重
宝
録
』
を

「相
川
家

(
4
>

文
書
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
『江
東
区
史
』
や
曲
田
と
は
異
な
り
、
『深
川
区

史
』

の
記
述
と
共
通
す
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
、
『重
宝
録
』

の
編
者
に
つ
い
て
は
、
名
主
相
川
新
兵
衛
で
あ
る
と
い
う
見
方
と
名
主
熊
井
理
左

衛
門
で
あ
る
と

い
う
見
方
の
相
異
な
る
二
つ
の
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
見
解
が
立
脚
す
る
論
拠
は
い
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は

『重
宝
録
』
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し

つ
つ
、
そ
の
編
者
が
誰
で
あ

る
の
か
、
と

い
う
未
解
決
の
問
題
に

つ
い
て
も
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

一
、

『重
宝
録
』

の
概
要

『重
宝
録
』
は
半
紙
判
の
袋
と
じ
竪
冊
で
全

二
六
冊
か
ら
な
る
。
た
だ
し
各
冊

の
通
し
番
号
が
墨
書
き
の
漢
数
字
で
も

っ
て
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
第

一
冊

か
ら
第
二
四
冊
ま
で
で
あ
る
。
残
り
の
二
冊
に

つ
い
て
東
京
都
公
文
書
館
の
目
録

は
こ
れ
ら
を

「別
冊
」
と
称
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
原
本
に
お

い
て
特
に

「別

冊
」
と

い
っ
た
表
記
な
ど
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「重
宝
録
」
と
い
う
表
題
は

「別
冊
」
を
含
め
た
全
冊
の
表
紙
左
上
に
墨
で
証
さ
れ
て
い
る
。

一
部
の
冊
で
は

こ
の
表
題
の
下
に
副
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
副
題
に

つ
い
て
は
後
で
紹
介
す
る
。

各
冊
の
表
紙
を
除
く
丁
数
は
、
最
も
薄
い
冊
で
墨
付
四
〇
丁
、
最
も
厚
い
冊
で
同

一
七
五
丁
で
あ
り
、
冊
ご
と
の
分
量
は
か
な
り
差
が
あ
る
。
各
冊
の
丁
数
は
後
で

示
す
。
半
面
平
均
八
行
で
書
か
れ
て
い
る
。

全
冊
に
二
種
類
の
貼
紙
が
あ
る
。
ひ
と

つ
は
現
在
の
公
文
書
館
の
原
本
請
求
番

号
を
記
入
し
た
シ
ー
ル
で
、
表
紙
の
右
下
に
貼

っ
て
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
和
紙

に

「弐
拾
六
」
と
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
紙
は

『重
宝
録
』
第
八
冊
を

除

い
た
す
べ
て
の
冊
の
表
紙
右
上
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
の
公
文
書
館

に
お
け
る
分
類
の
た
め
に
貼
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
第
八
冊
の
み
に
貼
紙
が
な

い
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
も
と
も
と
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
が
そ
の
後
ど
こ
か
の
時
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点
で
偶
然
剥
離
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の

「弐
拾
六
」
の
貼
紙

は
か
つ
て

『重
宝
録
』
が
属
し
て
い
た
何
ら
か
の
分
類
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
現
在
、
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
近
世
史
料

の
う
ち

『寛
永
録
』

(請

求
番

号
C
K
-
八
〇

五
)
や

『書

留
』

(同
C
N
-
二

六
)、
『
(御
触

町
触

諸

達
)』
(同
C
H
-
二
四
五
～
二
五
四
)
に
も

『重
宝
録
』
と
同
じ

「弐
拾
六
」
の

貼
紙
が
あ
る
。
以
上
、
二
種
類
の
貼
紙

の
他
に
、
『重
宝
録
』

の
裏
表
紙
の
左
下

に
は

一
度
貼
ら
れ
て
い
た
シ
ー
ル
を
剥
が
し
た
跡
が
あ
る
。
冊
に
よ
っ
て
は
完
全

に
剥
が
し
き
れ
ず
破
れ
て
残

っ
た
部
分
が
あ
り
、
そ
の
部
分
を
読
む
と
、
こ
れ
ら

の
シ
ー
ル
に
は
万
年
筆
で

「史
料
編
纂
掛
」

と
記
入
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

同
じ
シ
ー
ル
の
剥
が
し
跡
は
、
右
に
挙
げ
た
他

の
諸
史
料
の
う
ち
、
『寛
永
録
』

の
み
に
お
い
て

『重
宝
録
』
と
同
じ
位
置
に
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
『重
宝
録
』
全
冊
の
裏
表
紙
の
内
側
に

「相
川
蔵
書
」
と

い
う
朱

の
蔵

書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
蔵
書
印
は
右

の

『寛
永
録
』
・
『書
留
』
・
『
(御
触

町
触
諸
達
)』
の
す
べ
て
に
押
さ
れ
て
い
る
。

以
上
紹
介
し
た
貼
紙
や
蔵
書
印
に
注
目
す

る
と
、
『重
宝
録
』
が
、
過
去

の
あ

る
時
期
、
『寛
永
録
』
・
『書
留
』
・
『(御
触
町
触
諸
達
)
』
と

一
括
さ
れ
て
取
り
扱

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と

い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
『寛
永
録
』
は

一
九
八
六
年
か
ら

一
九
九
〇
年
に
か
け
て
江
東
区
教
育
委
員
会
の
編
集
で
翻
刻
刊

行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第

一
巻
に
掲
載
さ
れ
た
解
題
で
財
部
健
次

(東
京
都
の

市
史
編
纂
事
業
に
従
事
、
故
人
)
は

「大
正

の
末
期
か
昭
和

の
初
頭
ご
ろ
、
当
時

東
京
市
市
史
編
纂
事
務
嘱
託
員
島
田

一
郎

(筑
波
)
の
手
を
通
じ
て
購
入
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
購
入
先
な
ど
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
先
に
紹
介
し
た

『深
川
区
史
』
掲
載
の
史
料
展
覧
会
の
記
事
を
参
考
に

す
れ
ば
、
『寛
永
録
』
の
購
入
時
期
は
同
展
覧
会
が
開
か
れ
た
大
正

一
五

(
一
九

二

一
)
年
以
前
に
遡
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
『重
宝
録
』
が
こ
の

『寛
永
録
』

と

一
緒
に
購
入
さ
れ
た
可
能
性
も
小
さ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
現
在
、
東
京
都
公
文
書
館
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
文
書

の
購
入
の
時
期
や

経
緯
な
ど
は
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
『重
宝
録
』
全
二
六
冊

の
概
要
を
冊
ご
と
に
簡
単
に
紹
介
す
る
。
な
お
、

『重
宝
録
』
の
中
身

の
多
く
は
諸
書
類
の
写
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
各
冊

の
概
要
紹
介
に
お

い
て
は
こ
れ
ら
が
い
ち
い
ち
写
で
あ
る
こ
と
を
こ
と
わ
ら
な
い
。

第

一
冊

(
一
〇
七
丁
、
表
紙
を
除
く
ー
以
下
の
各
冊
に
つ
い
て
同
じ
ー
)。
「重

宝
録
」
と

い
う
表
題
の
他
に

「地
面
之
部
」
と
い
う
副
題
が
表
紙
に
記
入
さ
れ
て

い
る
。
記
録
年
代
は
元
禄

一
四
年
九
月
五
日
付
か
ら
天
保
一
三
年
五
月
二
〇
日
付

ま
で
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
記
録
年
代
と
は
、
『重
宝
録
』
各
冊
に
写
が
収
録
さ

れ
た
文
書
に
関
し
て
、
年
欠
の
も
の
を
除
き
、
そ
れ
ら
文
書
に
記
さ
れ
た
作
成
年

代
の
う
ち

一
番
古

い
も
の
と

一
番
新
し
い
も
の
を
示
す
。
た
だ
し
、
あ
る
文
書

の

中
で
そ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ
た
文
書
の
全
部
あ
る
い
は

一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る

場
合
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
取
扱
い
方
に
よ

っ
て
は
筆
者
が
判
定
し
た
記
録
年

代
と
は
異
な
る
年
代
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
で
示
す

記
録
年
代
は
お
お
ま
か
な
目
安
と
し
て
考
え
て
ほ
し
い

(以
下
の
各
冊
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
)。
こ
の
第

一
冊
は
町
触
あ
る
い
は
町
奉
行
所
宛

の
町
役
入
返
答

書
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。
内
容
は
す
べ
て
、
副
題
ど
お
り
、
土
地
の
権
利
や
売

買
手
続
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
冊

(七

一
丁
)。
副
題
は
な
い
。
記
録
年
代
は
万
治
元
年
八
月

一
六
日
付

か
ら
天
保

一
五
年
二
月
二一

日
付
ま
で
。
幕
府
諸
役
入
に
よ
る
書
付
、
町
奉
行
所

宛
町
役
入
返
答
書
、
諸
々
の
由
緒
書
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。
内
容
は
雑
多
で
、

「平
人
」
作
成
の
文
書
中
に
お
け
る
武
家
に

つ
い
て
の
敬
称
に
関
す
る
も
の
、
人

足
寄
場
の
沿
革
、
名
主
勤
方
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
る
。
由
緒
に
関
す
る
も
の
が
や

や
多

い
。
町
年
寄
と
そ
の
手
代
、
相
撲
行
司
、
髪
結
、
乞
胸
頭
、
繊
多
触
頭
、
非

145



人
頭
そ
の
他
の
由
緒
書
や
身
分
調
な
ど
で
あ
る
。

第
三
冊

(八
六
丁
)。
副
題
は
な
い
。
記
録
年
代
は
享
保
九
年
八
月
五
日
付
か

ら
天
保

一
五
年

一
〇
月
付
ま
で
。
町
奉
行
所
宛
町
役
人
返
答
書
、
諸
商
人
仲
間
の

返
答
書
お
よ
び
町
触
そ
の
他
を
収
録
し
て
い
る
。
内
容
は
す
べ
て
十
組
を
は
じ
め

と
す
る
商
人
仲
間
や
廻
船
に
関
す
る
も
の
で
、
商
人
仲
間
の
起
立
、
冥
加
上
納
、

廻
船
運
賃
な
ど
に
つ
い
て
の
記
録
と
な

っ
て
い
る
。

第
四
冊

(七
〇
丁
)
。
「
重
宝
録
」
と

い
う
表
題
の
他
に

「十
七
番
小
間
異
例
之

部
」
と

い
う
副
題
が
表
紙
に
記
入
さ
れ
て

い
る
。
記
録
年
代
は
明
和
四
年

一
二
月

二
〇
日
付
か
ら
天
保

一
四
年
七
月
付
ま
で
。
副
題
ど
お
り
、
名
主
番
組

一
七
番
組

に
属
す
る
町
々

(熊
井
町
や
相
川
町
を
含

む
深
川
地
域
の
町
々
)
の
小
間
の
書
上

(年
欠
)
が
冊
の
冒
頭
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
書
上
以
外

に
も
、

副
題
と
は
関
係
な
く
、
酌
取

・
茶
汲

・
芸
者
を
置
く
深
川
地
域
の
料
理
茶
屋

・
水

茶
屋
の
書
上
や
、
防
火
目
的
の
塗
家
造
、
七
分
積
金
、
御
用
達
の
家
作
に
関
す
る

町
奉
行
所
宛
町
役
人
返
答
書
な
ど
多
様
な
文
書
が
こ
の
第
四
冊
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
副
題
に
あ
る

「異
例
」
の
意
味
は
確
定
し
が
た
い
が
、
先
の
小
間
書
上
で
は
、

江
戸
町
方
中
心
部
と
は
異
な

っ
て
家
作
が
可
能
な
河
岸
地
や
町
内
の

一
部
に
存
在

す
る
年
貢
地
な
ど
と

い
っ
た
、
深
川
地
域

に
固
有
の
土
地
の
扱
い
を
特
記
す
る
下

げ
札
も

い
く

つ
か
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
特
殊
な
土
地
の
扱
い
を

「異

例
」
と
称
し
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
五
冊

(八
六
丁
)
。
副
題
は
な
い
。
記
録
年
代
は
文
政

=

年
七
月
付
か
ら

天
保

=
二
年
五
月
付
ま
で
。
種

々
の
書
上
や
町
奉
行
所
宛
町
役
人
返
答
書
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
御
能
の
節

の
下
賜
品
、
国
役
勤
方
、
御
膳
御
肴
上

納
、
幕
府
入
用
橋
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
冊

(
一
〇
〇
丁
)
。
副
題
は
な

い
。
記
録
年
代
は
元
禄

一
〇
年

一
二
月
付

か
ら
天
保

一
五
年
二
月

一
〇
月
付
ま
で
。
種
々
の
書
上
や
町
奉
行
所
宛
町
役
人
返

答
書
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
雑
多
で
、
将
軍
御
成
の
際
の
諸
規
制
や

番
船
勤
方
、
深
川
猟
師
町
の
起
立
や
諸
負
担
、
深
川
地
域
の
名
主

(お
よ
び
名
主

見
習
や
後
見
な
ど
)

の
就
任
退
任
、
そ
の
他
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
七
冊

(四
〇
丁
)
。
副
題
は
な

い
。
記
録
年
代
は
慶
安
元
年

二
月
二
八
日
付

か
ら
文
化
七
年

一
〇
月
二
八
日
付
ま
で
。
編
年
体
で
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

町
触
が
主
体
で
願
書
そ
の
他
が

一
部
含
ま
れ
る
。
内
容
は
す
べ
て
古
鉄
や
古
着
の

商
人
、
質
屋
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
八
品
商
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
八
冊

(五
七
丁
)。
副
題
は
な
い
。
記
録
年
代
は
延
享
三
年
三
月
付
か
ら
天

保

一
二
年
九
月
二
五
日
付
ま
で
。
書
上
や
願
書
そ
の
他
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
す
べ
て
寺
社
の
境
内
町
屋
や
門
前
町
屋
、
寺
領
の
取
扱
い
に
関
す
る
も
の
。

江
戸
に
お
い
て
は
、
延
享
二
年
閏

一
二
月
、
寺
社
門
前
町
屋
の
支
配
制
度
の
改
変

が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
第
八
冊
に
収
録
さ
れ
た
文
書
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
制
度
改

変
に
関
わ
る
も
の
で
、
右
に
示
し
た
記
録
年
代
の
う
ち
、
天
保

一
二
年
九
月
二
五

日
付
の
文
書

一
点
を
除
く
と
、
他
は
す
べ
て
延
享
三
年
か
ら
寛
延
二
年
ま
で
の
間

の
文
書
で
あ
る
。

第
九
冊

(六

一
丁
)
。
副
題
は
な

い
。
記
録
年
代
は
享
保
七
年

一
一
月
付
か
ら

天
保

一
五
年
三
月

一
四
日
付
ま
で
。
た
だ
し
収
録
文
書
の
多
く
は
天
保
年
間
の
も

の
で
あ
る
。
町
奉
行
所
宛
町
役
人
返
答
書
や
種

々
の
書
上
そ
の
他
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
内
容
は
雑
多
で
、
大
川
中
洲
の
葭
刈
り
取
り
や
町
火
消
人
足
給
分
、
銭
相

場
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
る
。

第

一
〇
冊

(七
四
丁
)
。
副
題
は
な

い
。
こ
の
第
十
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の

は
名
主
役
料
書
上
の

一
点
の
み
で
あ
る
。
江
戸
町
方
の
名
主
全
員
の
姓
名
が
記
さ

れ
、
個

々
人
の
役
料
が
筆
墨
料
な
ど
と
と
も
に
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
年
欠
だ
が

(
5

)

書
上
末
尾
の
記
載
か
ら
嘉
永
二
年
頃
の
記
録
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

第

一
一
冊

(八
〇
丁
)
。
副
題
は
な

い
。
記
録
年
代
は
明
暦

二
年

一
二
月
九
日
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付
か
ら
天
明
六
年
四
月
付
ま
で
。
町
触
や
名
主

へ
の
申
渡
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。

内
容
は
雑
多
で
、
諸
高
札
の
写
や
人
別
、
公
事
訴
訟
の
取
扱
方
、
宗
教
者
や
浪
人

の
取
計
方
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
る
。

第

一
二
冊

(六
三
丁
)。
副
題
は
な
い
。
記
録
年
代
は
明
暦
元
年

一
一
月
付
か

ら
天
保

一
四
年
九
月
付
ま
で
。
町
触
あ
る
い
は
町
奉
行
所
宛
町
役
人
返
答
書
な
ど

を
収
録
し
て
い
る
。
内
容
は
、
町
役
人
の
火
付
盗
賊
改
方

へ
の
対
応
、
浪
人
の
取

計
方
、
河
岸
地
利
用
の
規
制
、
町
内
の
番
屋

に
関
す
る
も
の
か
ら
な
る
。

第

=
二
冊

(六
二
丁
)
。
副
題
は
な

い
。
記
録
年
代
は
享
和
三
年
正
月
付
か
ら

天
保
九
年
五
月
八
日
付
ま
で
。
町
触
や
名
主

へ
の
申
渡
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。

内
容
は
雑
多
で
、
町
役
入
の
火
付
盗
賊
改
方

へ
の
対
応
、
金
銀
出
入
の
取
計
方
、

宗
教
者

の
借
地
借
宅
、
建
築
規
制
、
帯
刀
人

に
よ
る
町
方
で
の
刃
傷
の
際
の
処
置
、

日
傘
使
用
禁
止
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
る
。

第

一
四
冊

(八
〇
丁
)
。
副
題
は
な
い
。
記
録
年
代
は
宝
永
三
年
正
月
二
二
日

付
か
ら
文
政
一
一
年
正
月
付
ま
で
。
町
触
や
名
主

へ
の
申
渡
、
名
主
同
士
の
申
合
、

願
書
そ
の
他
を
収
録
し
て
い
る
。
内
容
は
す

べ
て
火
消
に
関
係
す
る
。
火
事
の
際

の
検
使
や
火
元
吟
味
、
火
消
人
足
そ
の
他
に
関
す
る
諸
書
類
で
あ
る
。

第

一
五
冊

(九
五
丁
)。
副
題
は
な
い
。

こ
の
第

一
五
冊
は
町
火
消
に
関
す
る

二
点
の
記
録
か
ら
な
る
。
二
点
と
も
年
欠

で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
江
戸
町
方
全
域

の

町
火
消
各
組
の
入
足
数
や
受
持
ち
区
域
の
書
上
で
あ
り
、
纏
の
図
が
添
え
ら
れ
て

い
る
。
も
う
ひ
と

つ
は
本
所

・
深
川
地
域

の
町
火
消
の
南
組

・
中
組

・
北
組
の
入

数
や
頭
取
名
前
、
備
品
そ
の
他
の
書
上
で
あ

る
。
前
者
の
書
上
に
は
組
の
纏
の

一

部
更
新
を
記
録
す
る
掛
紙
が
二
枚
貼

っ
て
あ

る
。
更
新
時
期
は
弘
化
二
年
と
弘
化

三
年
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
書
上
の
内
容
自
体
は
弘
化
二
年
以
前
の
も
の

で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び

『重
宝
録
』
第

一
五
冊
が
最
初
に
作
成
さ
れ
た
の
も
弘
化

二
年
以
前
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た

『重
宝
録
』
第

一
五
冊
は
弘
化

二
年
、
同
三
年
の
時
点
で
実
際
に
有
用
な
書
類
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
そ
れ
ら
の
時
点
に
お
い
て
掛
紙
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
収
録
情
報
の
更

新
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第

一
六
冊

(九
四
丁
)
。
「町
火
消
之
部
」
と
い
う
副
題
が
表
紙
に
記
入
さ
れ
て

い
る
。
記
録
年
代
は
寛
政
九
年

一
〇
月
付
か
ら
天
保

一
四
年

一
二
月
二
六
日
付
ま

で
。
町
触
や
名
主

へ
の
申
渡
、
名
主
同
士
の
申
合
、
町
奉
行
所
宛
町
役
人
返
答
書
、

願
書
そ
の
他
を
収
録
し
て
い
る
。
内
容
は
す
べ
て
、
副
題
ど
お
り
、
町
火
消
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
町
方
全
体
を
対
象
と
し
た
火
消
人
足
関
係
の
規
定
な
ど

も

一
部
含
ま
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
深
川
南
組
の
火
消
人
足
差
出
方
や
同
組
の
幕

府
船
蔵

へ
の
欠
付
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。

第

一
七
冊

(
一
七
五
丁
)。
副
題
は
な

い
。
記
録
年
代
は

「慶
長
年
中
」
か
ら

天
保
四
年
七
月
二

一
日
付
ま
で
。
原
則
と
し
て
編
年
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
年
欠
史
料
だ
が

「市
中
取
締
懸
」
の
名
主

「三
九
郎
」
・
「市
郎
右
衛
門
」

・
「理
左
衛
門
」
が

「
一
〇
月
二
三
日
付
」
で
作
成
し
た
文
書
が
冊
の
中
途
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
「市
中
取
締
懸
」
は
天
保

一
二
年

一
〇
月

(日
付
不
明
)
に
初

め
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
こ
の
文
書
は
、
年
月
日
の
明
記
さ
れ
た
文
書

の
範
囲
に
限

っ
て
示
し
た
右
の
記
録
年
代
の
下
限
よ
り
も
後
年
の
、
天
保

一
二
年

以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
天
保

一
三
年

一
二
月
以
降
、
三
九
郎

・
市
郎
右
衛
門

・
理
左
衛
門
の
三
名
主
は
、
そ
れ
ぞ
れ
石

塚

・
鈴
木

・
熊
井
の
苗
字
を
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
差

出
人
の
彼
ら
が
苗
字
を
冠
し
て
い
な
い
こ
の
文
書
は
、
天
保

一
二
年
あ
る
い
は

一

三
年
の

一
〇
月
二
三
日
付
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
う
し
た
推
定
が
及
ぶ
範
囲

で
は
、
こ
の
文
書
が
第

一
七
冊
の
中
で
は

一
番
年
代
が
下

っ
た
記
録
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
第

一
七
冊
に
は
、
町
触
や
名
主

へ
の
申
渡
、
町
奉
行
所
宛
町
役
人

返
答
書
そ
の
他
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
す
べ
て
江
戸
の
名
主
に
関
す
る
も
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の
で
、
そ
の
職
務
や
身
分
、
格
式
な
ど
に
関
わ
る
文
書
で
あ
る
。

第

一
八
冊

(
一
七

一
丁
)。
副
題
は
な

い
。
記
録
年
代
は
明
暦
三
年
三
月

一
〇

日
付
か
ら
享
保

一
〇
年

一
〇
月
付
ま
で
。
た
だ
し
、
年
欠
な
が
ら
時
期
が
や
や
く

だ

っ
た
享
保
一
一

年
四
月
二
七
日
の
記
録
を
含
む
文
書
も
含
ま
れ
る
。
主
と
し
て

由
緒
書
や
町
奉
行
そ
の
他
幕
閣
が
交
わ
し
た
書
類
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
享

保
年
間
に
作
成
さ
れ
た
種

々
の
由
緒
書

が
そ
の
大
半
を
占
め
る
。
由
緒
書
の
内
容

は
、
縣
五
郎
作

・
町
年
寄
の
樽
家

・
芝
車

町

三

十
三
間
堂

・
本
石
町
時
之
鐘

・

本
所
時
之
鐘

・
芝
居

・
新
吉
原

・
両
国
橋
新
大
橋
永
代
橋

・
本
銀
町
土
手

・
養
生

所

・
牢
屋
敷

・
非
人
溜
お
よ
び
非
人
頭
や
稜
多
弾
左
衛
門
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
由
緒
書

の
他
、
町
人
脇
差
や
町
奉
行
支
配
惣
人
数
高
に
関
す
る
書
類
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

第

一
九
冊

(九
九
丁
)。
「小
間
之
部
」
と

い
う
副
題
が
表
紙
に
記
入
さ
れ
て
い

る
。
副
題
ど
お
り
、
江
戸
町
方
各
町
の
小
間
の
書
上

一
点
の
み
で
こ
の
第

一
九
冊

は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
年
欠
の
書
上
で
あ

る
。

第
二
〇
冊

(
一
一
二
丁
)
。
「諸
色
之
部
」
と

い
う
副
題
が
表
紙
に
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
第
二
〇
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
副
題
ど
お
り
、
江
戸
に
お
け
る

諸
商
品

の
入
荷
量
そ
の
他
の
書
上

一
点

で
あ
る
。
書
上
の
末
尾
に
は

「辰
一
一

月
」
と

い
う
こ
の
書
上
の
作
成
時
期
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
年
代
を
確
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
書
上

の
中
の

「
下
り
水
油
」
の
項
に

「近
頃
嘉

永
六
丑
年

ハ
壱
ケ
年
下
り
油
八
万
千
百

八
十
六
樽
差
下
候
得
共
」
云
々
と
書
か
れ

て
い
る
。
「嘉
永
六
年
」
以
降
で
最
初

の

「辰
」
は
そ
の
三
年
後
の
安
政
三
年

で

あ
る
。
し
た
が

っ
て

「辰
一
一

月
」
は
安
政
三
年
一
一

月
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

の
で
は
な
い
か
。

第
二

一
冊

(
一
四
〇
丁
)
。
こ

の
第

二

一
冊
は
、
①

「御
改
正
箇
條
」
(四
五

丁
)
、
②

「火
付
盗
賊
博
突
改
本
役
加
役

書
記
」
(三
四
丁
)
、
③

「
一
四
代
将
軍

御
大
礼
書
面
」

(
一
三
丁
)、
④

「慎
徳
院
様
亮
御
書
記
」
(四
八
丁
)
の
四
部

で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
①
は
天
保

一
二
年
五
月
二
二
日
付
か
ら
天
保

一
五
年
二
月
六

日
ま
で
の
間
の
天
保
改
革
に
と
も
な
う
申
渡

・
御
触
の
題
目
を
編
年
体
で
箇
条
書

き
し
た
も
の
。
②
は
火
付
盗
賊
改
役
の
沿
革
を
箇
条
書
き
し
た
も
の
。
同
役
任
免

の
記
録
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
最
新
の
記
録
は
嘉
永
六
年
六
月

一
七
日
の
も
の

で
あ
る
。
③
は

「将
軍
御
大
礼
」
に
関
わ

っ
て
名
主
た
ち
や
町
奉
行
所
あ
る
い
は

町
年
寄
役
所
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
諸
書
付
な
ど
か
ら
な

っ
て
い
る
。
嘉
永
六
年
七

月
二
三
日
付
か
ら
同
年

一
二
月
一
一

日
付
ま
で
の
記
録
で
あ
り
、
時
期
か
ら
み
て

「将
軍
御
大
礼
」
と
は
徳
川
家
定
の
将
軍
宣
下
儀
式
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
場
合
、
表
題
に
問
題
が
あ
る
。
家
定
は
一
三

代
将
軍
で
あ
り
表
題
の
「
一
四

代
」
は
誤
り
で
あ
る
。
な
お
、
①
か
ら
④

の
表
題
は
第
二

一
冊
に
収
録
さ
れ
た
四

つ
の
部
の
そ
れ
ぞ
れ
扉
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
よ
う
な
誤
り
が
生
じ
た
背

景
と
し
て
、
将
軍
家
定
の
時
代
か
ら
あ
る
程
度
隔
た

っ
た
後
世
に
こ
の
表
題
が
付

さ
れ

『重
宝
録
』
第
二
十

一
冊
が
成
立
し
た
、
と
い
っ
た
事
情
な
ど
を
想
定
す
る

こ
と
も
可
能
だ
が
、
こ
の
点
は
検
証
の
材
料
を
欠
く
。
④
は
、

一
二
代
将
軍
家
慶

の
死
去
に
と
も
な
う
諸
儀
式
に
際
し
て
、
名
主
た
ち
、
町
年
寄
役
所
、
町
奉
行
所

な
ど
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
諸
書
付
を
収
め
て
い
る
。
嘉
永
六
年
七
月
二
二
日
付
か

ら
同
年
一
一

月
二
七
日
付
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

「慎
徳
院
様
麗

御
書
記
」
の
末
尾
に
安
政
五
年
八
月
八
日
付

の
加
筆
が
あ
る
。
こ
の
加
筆
に
つ
い

て
は
後
で
検
討
す
る
。

第
二
二
冊

(
一
三二

丁
)。
「町
会
所
撰
要
」
と
い
う
副
題
が
あ
る
。
記
録
年
代

は
寛
政
五
年
七
月
付
か
ら
天
保
三
年

一
〇
月
二
日
付
ま
で
。
書
上
や
町
役
人
な
ど

へ
の
申
渡
そ
の
他
を
収
録
し
て
い
る
。
内
容
は
、
副
題
ど
お
り
、
町
会
所
関
係
の

も
の
で
あ
る
。
町
会
所

へ
の
諸
申
請

の
雛
型
な
ど
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

第
二
三
冊

(
一
六
八
丁
)。
「町
会
所
撰
要
」
と
い
う
副
題
が
あ
る
。
記
録
年
代
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は
寛
政
四
年
五
月
二

一
日
付
か
ら
文
政
三
年

五
月

一
〇
日
付
ま
で
。
た
だ
し
、
年

欠
の
文
書

(申
請
書
類
の
雛
型
)
に
文
政
五
年
正
月
の
記
事
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

収
録
文
書
の
形
式
や
内
容
は
第
二
二
冊
と
同
様
で
あ
る
。

第
二
四
冊

(
一
四
六
丁
)
。
「町
会
所
撰
要
」
と

い
う
副
題
が
あ
る
。
記
録
年
代

は
寛
政
四
年
八
月
付
か
ら
天
保
三
年
一
一

月

二
五
日
付
ま
で
。
収
録
文
書
の
形
式

や
内
容
は
第
二
二
冊
と
同
様
で
あ
る
。

別
冊
そ
の

一

(
一
八
七
丁
)
。
表
紙
に
は

「重
宝
録
」
と

い
う
表
題
の
下
に

「深
川
筋
川
々
御
湊
書
留
弐
冊
之
内
一
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
第

一
冊
か
ら
第

二

四
冊
ま
で
の
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
通
し
の
冊
番
号
は
こ
の
冊
に
は
振
ら
れ
て
い

な
い
。
記
録
年
代
は
嘉
永
二
年
一
一

月

一
九

日
か
ら
同
年

一
二
月
二
〇
日
ま
で
。

深
川
地
域
の
水
路
で
実
施
さ
れ
た
川
湊
普
請

の
日
記

(た
だ
し
日
記
は
嘉
永
三
年

七
月

一
九
日
か
ら
同
年

一
二
月
二
〇
日
ま
で
)
が
主
体
で
、

一
部
普
請
仕
様
書
な

ど
を
含
ん
で
い
る
。
日
記
の
中
に
は
、
普
請
場
所
に
出
役
し
た
町
奉
行
所
役
人
や

名
主
の
名
前
、
作
業
の
記
録
の
他
に
、
普
請
請
負
人
や
名
主
、
町
奉
行
所
な
ど
の

問
で
交
わ
さ
れ
た
文
書
の
写
な
ど
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

別
冊
そ
の
二

(二
〇
〇
丁
)
。
表
紙
に
は

「重
宝
録
」
と
い
う
表
題
の
下
に
別

冊
そ
の

一
と
同
じ
く

「深
川
筋
川
々
御
湊
書
留
弐
冊
之
内
一
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
来
は

「弐
冊
之
内
二
」
と
記
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。
単
純
な
誤
記
か
、
あ
る
い
は
別

の
理
由
が
あ
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

別
冊
そ
の

一
と
同
様
、
表
紙
に
は
通
し
の
冊
番
号
が
な

い
。
記
録
年
代
は
嘉
永
四

年

一
月

一
八
日
か
ら
同
年

一
一
月
晦
日
ま
で

(た
だ
し
日
記
の
範
囲
は
嘉
永
四
年

一
月

一
八
日
か
ら
同
年

一
一
月

一
二
日
ま
で
)。
別
冊
そ
の

一
の
続
冊
に
あ
た
り
、

記
録
の
形
式
や
内
容
も
別
冊
そ
の

一
と
同
じ
で
あ
る
。

以
上
、
『重
宝
録
』
全
二
六
冊
の
概
要
を

紹
介
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は

各
冊
の
内
容
や
体
裁
が
不
統

一
な
点
で
あ
る
。
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
各
冊
の
分
量

に
関
し
て
、
最
も
厚
い
冊
は
最
も
薄

い
冊
の
四
倍
以
上
で
あ
る
、
ま
た
、
表
紙
に

「地
面
之
部
」
・
「町
火
消
之
部
」
な
ど
と
い
っ
た
副
題
が
記
入
さ
れ
て
い
る
冊
と

副
題
の
な
い
冊
と
が
あ
る
。
冊
ご
と
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
第
九
冊
な
ど
が
典
型

例
だ
が
、
収
録
さ
れ
た
文
書

の
扱
う
題
材
が
雑
多
で
ば
ら
ば
ら
な
も

の
も
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
続
く
第
十
冊
の
よ
う
に
、
名
主
役
料
書
上
の

一
点
だ
け
か
ら
な
る
冊
も
あ

る
。
他
方
、
多
く
の
点
数

の
文
書
を
収
録
す
る
も

の
の
そ
れ
ら
文
書
が
す
べ
て
特

定
の
主
題
に
関
係
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
第

一
四
冊
は
す
べ
て
町
火
消

関
係
の
文
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

『重
宝
録
』

の
構
成
に
お
け
る
不

統

一
性
に
つ
い
て
、
同
じ
く
江
戸
町
方
の
名
主
文
書
と
さ
れ
て
い
る

『類
集
撰

要
』
(国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
)
全
五
十
冊
と
比
較
し
て
み
る
。
『類
集
撰
要
』

も
、
『重
宝
録
』
同
様
、
町
触

や
町
奉
行
所
宛
の
町
役
人
返
答
書
な
ど
の
写
を
主

体
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
冊
に

「地
面
之
部
」
・
「町
入
用
」
・
「諸
職

人
」
・
「髪
結
」
そ
の
他
の
主
題
が
、
ひ
と
つ
、
あ
る
い
は
複
数
割
当
て
ら
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冊
に
は
そ
れ
ら
の
主
題
に
関
連
す
る
文
書
が
ま
と
め
て
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『重
宝
録
』
で
は
、
『類
集
撰
要
』
と
同
様
に
、
あ
る

主
題
に
関
す
る
文
書
群
が
ひ
と
つ
の
冊
、
あ
る
い
は
連
続
す
る
数
冊
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
異
な
る
場
合
も
あ
り
、
例
え
ば
稜
多
や
非
人

の
由
緒
書
が
第
二
冊
と
第

一
八
冊
の
両
方
に
収
録
さ
れ
て
い
た
り
、
火
消
盗
賊
改

に
関
す
る
文
書
が
第

一
二
冊

・
第
一
三

冊
お
よ
び
第
二

一
冊
に
含
ま
れ
て
い
た
り

も
す
る
。
こ
れ
ら
と
同
様

の
事
例
は

『重
宝
録
』
に
お
い
て
多

々
み
ら
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て

『類
集
撰
要
』

の
場
合
、
特
定

の
主
題
に
関
連
す
る
文
書
は
ひ
と
ま

と
め
に
さ
れ
て
お
り
、
『重
宝
録
』
の
よ
う
に
不
連
続
な
複
数
の
冊

へ
ば
ら
ば
ら

に
収
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

つ
ま
り
、
『類
集
撰
要
』
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
、
扱
う
べ
き
主
題
を
予
め
各
冊
に
振
り
分
け
全
体
を
順
序
立
て
て
編
集
す
る
、

と
い
う
全
冊

一
貫
し
た
編
集
意
図
が

『重
宝
録
』
に
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
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右
に
指
摘
し
た
よ
う
な

『重
宝
録
』

の
不
統

一
性
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
仮
説

を
導
き
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
全
二
六
冊
か
ら
な
る

『重
宝
録
』
の
各

冊
は
性
格
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
は
別
個
の
編
集
方
針
の
も
と
作
成

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
別
々
に
成
立
し
た

グ
ル
ー
プ
が
、
そ
の
後
、
あ
る
時
点

で

一
括
さ
れ

『重
宝
録
』
が
出
来
上

っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
部
の
冊
の
間
で
確
認
で
き
る
作
成
年

代
の
差
も
こ
う
し
た
仮
説
を
傍
証
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
先
の
冊
別
の
概
要
紹
介

で
は
各
冊
の
記
録
年
代
を
示
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
記
録
年
代
だ
け
か
ら
そ
の
冊
の
作
成
年
代
を
確
定
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
享
保
年
間
に
作
成
さ
れ
た
文
書

の
写
を
収
録

し
て
い
る
冊
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
享
保
年
間
以
降
に
成
立
し
た
冊
で
あ
る
こ
と
だ

け
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
詳
し
く
作
成
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
は
で

き
な

い
。
こ
の
よ
う
に

『重
宝
録
』
各
冊

の
作
成
年
代
を
い
ち
い
ち
判
定
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
『重
宝
録
』
各
冊
の
作
成
年
代
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
あ
る
程
度

の
違

い
が
あ
る
こ
と
を
示
す
ご
く
わ
ず
か
な
手
が
か
り
も
あ
る
。
第

一
五
冊
は
、

概
要
紹
介
で
述
べ
た
と
お
り
、
弘
化
二
年

以
前
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
だ

が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
別
冊
の
二
冊
は
嘉
永
年
間
以
降
に
成
立
し
た
こ
と
が
確
実

で
あ
る
。
第
二
〇
冊
は
安
政
三
年
一
一

月
以
降

の
成
立
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。

第
二

一
冊
は
嘉
永
六
年

一
二
月
以
降
の
成

立
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同

冊
の
末
尾
に
は
、
後
年
の
加
筆
で
あ
る
可
能
性
も
大
き
い
が
、
安
政
五
年
八
月
八

日
付
の
文
書
の
写
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
冊
に
よ
っ
て
作
成
年
代
に

差
が
あ
る
こ
と
や
全
冊

一
貫
し
た
構
成

ス
タ
イ
ル
を
欠
く
こ
と
な
ど
は
、
本
来

別
々
の
契
機
で
別
々
の
時
期
に
成
立
し
た
冊
が
あ
る
時
点

で

一
括
さ
れ
、
そ
う
し

て

『重
宝
録
』
が
成
立
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
仮
説
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
、

『重
宝
録
』
の
編
者
が
誰

で
あ
る
の
か
と

い
う
問
題
の
検
討
作
業
は
、
い
き
な
り

『重
宝
録
』
全
体
を
対
象
と
し
て
行
う

の

で
は
な
く
、
個
別
の
冊
を
対
象
と
し
た
検
討
か
ら
出
発
し
て
、
同
類
の
冊
ご
と
の

グ
ル
ー
プ
分
け
を
試
み
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冊
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
そ
の
編
集
意

図
な
ど
を
探
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
次
章
以
降
に
お
い
て
そ
う
し
た
作
業
を
進

め
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
『重
宝
録
』
と
熊
井
理
左
衛
門

最
初
に

『重
宝
録
』
全
二
六
冊
か
ら
第

一
冊
を
取
り
上
げ
て
体
裁
や
内
容
を
検

討
し
、
そ
の
結
果
を
定
規
に
し
て
他

の
冊

の
性
格
や
そ
の
編
集
意
図
に
つ
い
て
も

考
察
す
る
。

『重
宝
録
』
第

一
冊
は
、
先
の
概
要
紹
介
で
述
べ
た
と
お
り
、
元
禄

一
四
年
九

月
五
日
付
か
ら
天
保
一
三
年
五
月
二
〇
日
付
ま
で
の
文
書
七
四
点

(う
ち

一
点
は

年
欠
)
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
年
代

の
下

っ
た
天
保
年
間
に
お
い
て

作
成
さ
れ
た
文
書
は

一
八
点
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書

の
差
出
人
に
つ
い
て
注
目
す

べ
き
は
、
深
川
熊
井
町
名
主
で
あ
る
理
左
衛
門

(熊
井
理
左
衛
門
)
が
町
奉
行
所

へ
差
出
し
た
文
書
が
六
点
に
の
ぼ
る
こ
と
で
あ
る
。
残
り

一
二
点

の
う
ち
九
点
は

理
左
衛
門
以
外
の
人
物
が
差
出
人
と
な

っ
て
い
る
文
書
だ
が
、
差
出
人
は
様

々
で

特
に
固
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
分
析
を
行
う
。
さ
ら
に
残
る
三

点
の
う
ち
二
点
は

「市
中
取
締
懸
名
主
共
」
の
差
出
で
あ
る
。
も
う

一
点
は
写
し

取
る
際
に
差
出
人
が
省
略
さ
れ
て
お
り
不
明
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

「市
中
取
締
懸

名
主
共
」
差
出
の
二
点
は
町
奉
行
所
役
人

へ
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
後
で
述
べ
る

よ
う
に
、
実
際
に
は
、
理
左
衛
門
単
独
、
あ
る
い
は
理
左
衛
門
を
含
む
若
干
名
の

名
主
た
ち
か
ら
町
奉
行
所
役
人

へ
提
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
天
保
年

間
の
文
書

一
八
点
の
う
ち
九
点
は
熊
井
町
名
主
理
左
衛
門
が
そ
の
作
成

・
提
出
に
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携
わ

っ
て
い
る
文
書
か
、
も
し
く
は
携
わ

っ
た
可
能
性
の
あ
る
文
書
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に

『重
宝
録
』
第

一
冊
が
収
録
す
る
天
保
年
問
の
文
書
に
お
い
て
は
、
差

出
人
と
し
て
理
左
衛
門
が
頻
出
し
、
他
方
、
理
左
衛
門
以
外
に
頻
出
す
る
差
出
人

は
い
な

い
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
理
左
衛
門
差
出
の
文
書
に
つ
い
て
、
そ
の
う
ち
の

一
例
を
引
用
し
検
討

す
る
。
丸
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

(6
)

史
料
①

(か
ぎ
括
弧
内
は
朱
書
の
見
出
し
)

「天
保

一
二
丑
年
駿
河
守
様
御
番
所
御
年
番
安
藤
源
五
左
衛
門
殿
被
尋
」

乍
恐
以
書
付
申
上
候

町
屋
鋪
御
武
家
方
抱
屋
鋪
致
候
節
其
外
女
名
前
沽
券
代
等
之
訳
、
町
役
人
心
得
方

御
尋
ニ
付
、
左
ニ
奉
申
上
候
、

(六
箇
条
の
尋
答
の
引
用
を
略
す
。)

右
密
々
御
尋
ニ
付
、
町
役
人
心
得
方
奉
申
上
候
、
以
上

丑
九
月

熊
井
町理
左
衛
門

概
要
紹
介
で
述
べ
た
よ
う
に
、
史
料
①

を
収
録
す
る
第

一
冊
に
は

「地
面
之

部
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
、
土
地
の
権
利
や
売
買
な
ど
に
関
す
る
文
書
が
集
め

ら
れ
て
い
る
。
史
料
①
は
、
町
人
地
で
の
武
家
の
抱
屋
敷
に
お
い
て
、
あ
る
い
は

町
人
が
複
数
の
町
屋
敷
を
所
持
す
る
場
合
そ
の
町
屋
敷
の

一
部
に
お
い
て
み
ら
れ

る
、
女
名
前
の
沽
券
代

(沽
券
の
代
理
名
義
入
)
そ
の
他
の
扱
い
に
つ
い
て
説
明

し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
朱
書
さ
れ
た
見
出
し
部
分
と
本
文
冒
頭
部
分
に
よ
れ

ば
、
南
町
奉
行
矢
部
駿
河
守
配
下
の
年
番
与
力
で
あ
る
安
藤
源
五
左
衛
門
か
ら
、

そ
う
し
た
沽
券
代
そ
の
他
に
対
す
る

「町
役
入
心
得
方
」
を

「密
々
」
で
尋
ね
ら

れ
た
理
左
衛
門
が
史
料
①
の
返
答
書
を
作
成
、
提
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宛
所

は
写
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「御
尋
」
を
行

っ
た
与
力
安
藤
源
五
左
衛
門
あ
る
い
は

町
奉
行
所

(「駿
河
守
様
御
番
所
」
)
に
宛
て
て
理
左
衛
門
は
提
出
し
た
の
で
あ
ろ

う
。こ
こ
で
朱
書
き
の
見
出
し
に

つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
。
『重
宝
録
』
全

二
六
冊
の
う
ち
、

一
八
冊
に
は
原
則
と
し
て
文
書
ご
と
に
史
料
①

の
よ
う
な
朱
書

き

の
見
出
し
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
見
出
し
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
八
冊

(第

一

〇
冊

・
第

一
五
冊

・
第

一
八
冊

・
第

一
九
冊

・
第
二
〇
冊

・
第
二

一
冊
お
よ
び
別

冊
二
冊
)
は
、
長
大
な
書
上
や
由
緒
書
、
日
記
な
ど
を

一
点
あ
る
い
は
数
点
の
み

収
録
す
る
冊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
冊
は
、
そ
う
し
た
構
成
ゆ
え
、
検
索
な
ど
の
際

に
も
特
に
細
か
な
見
出
し
は
必
要
な
か

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
見
出
し
が
記
入

さ
れ
て
い
る

一
八
冊
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
見
出
し
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
各
冊

が
収
録
す
る
文
書
の

一
点
ご
と
、
あ
る
い
は
内
容
の
関
連
す
る
文
書
数
点

の
ま
と

ま
り
ご
と
に
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
関
連
す
る
文
書
数
点
が
連
続
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
箇
所
に
よ

っ
て
は
そ
れ
ら
関
連
文
書
の

一
点

一
点
に
す

べ
て
見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
見
出
し
の
付
し
方
に
お
い
て

一
貫
し

て
厳
密
な
基
準
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
見
出
し
の
内
容
に
つ
い
て
も
、

史
料
①

の
見
出
し
の
よ
う
に
、
作
成
年
代
と
併
せ
て
そ
の
文
書
が
作
成

・
提
出
さ

れ
た
事
情
に
言
及
す
る
場
合
も
あ
る
し
、
単
に
年
代
の
み
を
記
す
場
合
も
あ
る
。

そ
う
し
た

"揺
れ
"
が
あ
る
も
の
の
、
収
録
文
書

の
整
理
や
検
索
の
た
め
編
者
が

付
し
て
い
っ
た
の
が
こ
の
朱
書
き
の
見
出
し
で
あ
ろ
う
。

第

一
冊
に
収
録
さ
れ
た
理
左
衛
門
差
出
文
書
に
関
す
る
検
討
作
業
を
続
け
る
。

以
下
、
ア
か
ら
オ
と
し
て
、
史
料
①
以
外
の
天
保
年
聞
に
お
け
る
理
左
衛
門
差
出

文
書
に
付
さ
れ
た
朱
書
き
の
見
出
し
を
引
用
す
る
。
丸
括
弧
の
中
に
は
文
書
本
体

(
7

)

に
記
さ
れ
た
作
成
年
代
な
ど
を
記
す
。
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ア

「天
保
十

一
子
年
閏
正
月
南
御
番
所
於
御
吟
味
所
佐
久
間
健
三
郎
殿
被
尋
」

(文
書
本
体
も

「閏
正
月
」
付
で
あ
る
が
、
実
際
に
閏
正
月
が
あ
る
の
は
天
保
十

二
年
で
あ
り
、
見
出
し
の

「天
保
十

一
子
年
」
は
誤
り
で
あ
ろ
う
)
。

イ

「天
保
十
二
丑
年
駿
河
守
様
於
御
番

所
安
藤
源
五
左
衛
門
殿
被
尋
」

(「
丑
七
月

廿
四
日
」
付
)。

ウ

「天
保
九
戌
年
於
北
御
番
所
谷
村
源
左
衛
門
殿
尋
」

(「天
保
九
戌
年
八
月
」

付
)。

エ

「天
保
十
三
寅
年
」

(「七
月
六
日
」
付
)
。

オ

「右
書
付
甲
斐
守
様
御
番
所

ニ
而
御
渡
、
左
之
書
面
差
上
」
(「寅
九
月

一
六

日
」
付
。
見
出
し
が
記
す

「右
書
付
」
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
見
出
し

に
は

「
天
保
十
三
寅
年
後
藤
三
右
衛
門
申
立
趣
意
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の

「寅
九

月

一
六
日
」
の

「寅
」
も
天
保

一
三
年

で
あ
ろ
う
。
「甲
斐
守
様
」
と
は
南
町
奉

行
鳥
居
甲
斐
守
で
あ
る
)
。

こ
の
う
ち

エ
の
見
出
し
は
、
内
容
が
関
連
す
る
四
点
の
文
書
を
ひ
と
ま
と
め
に

し
て
そ
の
最
初
に
付
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
四
点
う
ち
の
ひ
と

つ
が
理
左
衛
門
差
出

の
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
寄
付

・
譲
渡
さ
れ
た
町
屋
敷
を
寺
院
が
所
持
す
る
場
合

の
名
義
に
つ
い
て
の

「町
々
元
極
御
尋
」
に
理
左
衛
門
が
答
え
た
も
の
で
、
文
書

の
内
容
か
ら
町
奉
行
あ
る
い
は
町
奉
行
所
役
人
か
ら
の

「御
尋
」
に
対
す
る
返
答

書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
史
料
①
と
右
で
見
出
し
を
紹
介
し
た
五
点

と
の
計
六
点
か
ら
な
る
理
左
衛
門
差
出
文
書
は
、
す
べ
て
南
北
い
ず
れ
か
の
町
奉

行
所
の

「御
尋
」
に
対
し
て
理
左
衛
門
が
差
出
し
た
返
答
書
で
あ
る
。

そ
れ
以
外

で
第

一
冊
に
収
録
さ
れ
た
天
保
年
間
作
成

の
文
書

の
う
ち
二
点
は

「市
中
取
締
懸
名
主
共
」
差
出
の
文
書
で
あ
り
、
差
出
人
と
し
て
理
左
衛
門

の
名

前
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
そ

の
作
成

・
提
出
に
理
左
衛
門
が
携
わ

っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
先
に
も
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
二
点

の
文
書

に
付
さ
れ
た
見
出
し
は
「
天
保
十
三
寅
年
七
月
南
於
御
番
所
市
中
御
懸
方
尋
」、

「天
保
十
三
寅
年
五
月
南
市
中
懸
方
尋
」
と
な

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
南
町
奉
行

所

の
市
中
取
締
掛
の
役
人
か
ら
の

「尋
」
に
対
す
る

「市
中
取
締
懸
名
主
共
」
の

返
答
書
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
文
書
作
成
の
経
緯
は
右
で
み
た
理
左
衛
門
差
出
文

書
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
で
理
左
衛
門
の
経
歴
を
紹
介
す
る
際
に
ふ

れ
る
が
、
当
時
、
理
左
衛
門
は
市
中
取
締
掛
名
主
の
中
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
二
点
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
実
際
は
、
理

左
衛
門
単
独
あ
る
い
は
理
左
衛
門
を
含
む
若
干
名
の
名
主
た
ち
が
町
奉
行
所

へ
提

出
し
た
文
書
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
仮
説
を
次
の
事
例

が
傍
証
し
て
く
れ
る
。
第
九
冊
に
収
録
さ
れ
た

「寅
四
月
」
付
の

「市
中
取
締
掛

名
主
共
」
差
出
の
文
書
に
付
さ
れ
た
見
出
し
に
は
、
「天
保
十
三
寅
年
四
月
南
市

中
御
掛
江
理
左
衛
門
・
よ
り
上
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
仮
説
ど
お
り
、
差
出
に

「市

中
取
締
掛
名
主
共
」
と
記
さ
れ
た
文
書
が
実
際
に
は
理
左
衛
門
か
ら
町
奉
行
所
役

人

へ
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
事
例
で
あ
る
。

続
い
て
、
同
じ
く
第

一
冊
に
収
録
さ
れ
た
天
保
年
間
作
成

の
文
書
で
理
左
衛
門

以
外
の
人
物
が
差
出
人
と
な

っ
て
い
る
文
書
九
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
な
お
、

も
う

一
点
、
こ
の
第

一
冊
に
は
差
出
人
記
載
を
欠
く
天
保
年
間
の
文
書
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
問
題

の
九
点

の
う
ち
四
点
は
、
深
川
石
嶋

町
に
お
い
て

一
橋
家
が
内
実
所
持
す
る
町
屋
敷

の
扱

い
に
関
し
て
石
嶋
町
の
名
主

が
町
年
寄
役
所
か
ら
の
尋
に
対
し
て
提
出
し
た
天
保
一
三

年
九
月
付
の
返
答
書
、

一
橋
家

の
沽
券
代

(代
理

の
沽
券
名
義
人
)

の
西
葛
西
領
千
田
新
田
の
名
主
が
町

奉
行
所

へ
差
出
し
た
天
保

一
三
年
九
月
付
の
願
書
と
請
書
、
そ
し
て
こ
の

一
件
を

め
ぐ

っ
て

「佐
野
日
向
守

・
村
田
盛
三
郎
」
が
町
奉
行
遠
山
左
衛
門
尉

へ
差
出
し

(8
)

た
懸
合
書
か
ら
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
四
点
は
、
個
別
具
体
的
な
土
地
の
扱
い

を
め
ぐ

っ
て
作
成
さ
れ
た

一
連
の
関
係
書
類
で
あ
る
。
ま
た
別
の
三
点
は
、
寄
付
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・
譲
渡
に
よ
っ
て
寺
院
が
町
屋
敷
を
所
持
す

る
こ
と
に
つ
い
て
幕
府

の
屋
敷
改
と

寺
社
奉
行
、
町
奉
行
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
天
保

一
三
年
六
月
付
の
問
合
書
、
懸
合

(
9
)

書
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
点
に
お

い
て
問
題
と
な

っ
て
い
る
寺
院
の
町
屋
敷

所
持
に
つ
い
て
町
奉
行
所
か
ら
の

「御
尋
」
を
受
け
た
理
左
衛
門
が
提
出
し
た
同

(10
)

年
七
月
六
日
付
の
返
答
書
が
こ
れ
ら
三
点

に
続

い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
通
四
丁
目
に
お
い
て
寺
院
が
所
持
し
て
い
た
町
屋
敷
に
つ
い
て
同
町
の
名
主

(11

)

が

「御
尋
二
付
取
調
申
上
」
げ
た
返
答
書

一
点
も

一
緒
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最

後
の

一
点
は
、
御
金
改
役
人
の
後
藤
三
右
衛

門
家
族
が
町
屋
敷
を
譲
渡
し
た
際
の

沽
券
状
継
書

の
案
文
他
か
ら
な
る
書
付
で
あ

る
。
見
出
し
に
は

「天
保
一
三

寅
年

(
12
)

後
藤
三
右
衛
門
申
立
趣
意
」
と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
前
に
も
ふ
れ

た
と
お
り
、
南
町
奉
行
鳥
居
甲
斐
守
か
ら
こ
の
後
藤
三
右
衛
門
差
出
の

「書
付
」

を
渡
さ
れ

「町
屋
鋪
町
並
屋
鋪
を
御
用
達
之
内
江
地
面
買
取
候
節
、
沽
券
状
宛
名

認
振
井
継
紙
之
節
認
振
等
御
尋
」
を
受
け
た
理
左
衛
門
が

「寅
九
月

一
六
日
」
付

で
返
答
書
を
提
出
し
て
い
る
。
『重
宝
録
』

で
は
後
藤
三
右
衛
門
の

「書
付
」
の

(13
)

す
ぐ
後
に
こ
の
理
左
衛
門
の
返
答
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
第

一
冊
に
収
録
さ
れ
た
天
保
年
聞
の
文
書
の
う
ち
、
理
左
衛
門
以
外
の

人
物
が
差
出
人
と
な

っ
て
い
る
文
書
九
点
に

つ
い
て
検
討
を
行

っ
た
。
ま
ず
指
摘

で
き
る
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
差
出
人
は
様
々
で
、
理
左
衛
門
の
よ
う

に
多
く
の
文
書
の
差
出
人
と
な

っ
て
い
る
者
は
他
に
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
寺
院
の
町
屋
敷
所
持
に
関
係
す
る
三
点
お
よ
び
後
藤
三
右
衛
門
の
書
付

の

一

点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
左
衛
門
差
出
文
書
と
関
連
す
る
文
書
で
あ
る
た
め
収
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
残
り
四
点
は

一
橋
家
の
抱
屋
敷
に
関
す
る
文
書
で
あ
る

が
、
こ
れ
が

『重
宝
録
』
第

一
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え

れ
ば
よ

い
の
で
は
な

い
か
。
前
に
概
要
紹
介
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
第

一
冊
は

土
地
の
権
利
や
売
買
手
続
な
ど
に
つ
い
て
の
文
書
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
記
録
年

代
は
元
禄

一
四
年
か
ら
天
保

一
三
年
ま
で
と
広

い
。
こ
こ
ま
で
特
に
分
析
を
加
え

た
天
保
年
間
作
成

の
文
書
以
外
に
、
天
保
年
間
以
前
に
作
成
さ
れ
た
文
書
も
四
五

点
収
録
し
て
い
る
。
こ
こ
で
詳
し
く
は
取
り
上
げ
な

い
が
、
こ
れ
ら
は
土
地
の
権

利

・
売
買
に
つ
い
て
出
さ
れ
た
町
触
や
同
じ
く
土
地

の
取
扱

い
を
め
ぐ
る
様
々
な

先
例
が
集
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

一
橋
家

の
抱
屋
敷
に
関
す
る
文
書
四
点
も
そ

れ
ら
と
同
じ
く
先
例
と
し
て
記
録
す
る
た
め
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
ま
で
の
分
析
を
も
と
に
す
れ
ば
、
『重
宝
録
』
第

一
冊
の
内
容
構
成
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。
天
保
年
間
以
前
、
古
く
は
元
禄
年
間
に
ま

で
遡

っ
て
参
照
す
べ
き
法
令
や
先
例
を
集
め
た
部
分
と
、
天
保
年
間

(こ
の
第

一

冊
で
は
天
保
九
年
八
月
か
ら
天
保
一
三

年
九
月
ま
で
)
に
熊
井
町
名
主
の
熊
井
理

左
衛
門
が
町
奉
行
所
か
ら
の

「御
尋
」
に
答
え
る
べ
く
作
成
し
た
返
答
書
と
そ
の

直
接
的
な
関
連
文
書
と
を
収
録
し
た
部
分
に
大
別
が
で
き
る
。

そ
こ
で
さ
ら
に

『重
宝
録
』
全
二
六
冊
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
町
奉
行
所
宛
の

理
左
衛
門
差
出
の
返
答
書
を
収
録
し
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
る
と
、
第

一
か
ら
第

六
ま
で
と
第
八
、
第
九
、
第

一
二
、
第

一
六
、
第

一
七
の
計

一
一
冊
が
こ
れ
を
収

録
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
第

一
冊
と
同
様
の
分
析
を
こ
れ

ら

一
一
冊
全
体
で
行

っ
て
そ
の
内
容
構
成
な
ど
を
比
較
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿

に
お
い
て
は
、
各
冊
の
収
録
文
書
の
総
数

(
a
)、
そ
れ
を
天
保
年
間
よ
り
前

に

作
成
さ
れ
た
文
書
、
年
欠
文
書
お
よ
び
天
保
年
問
に
作
成
さ
れ
た
文
書
の
三

つ
に

分
け
た
数

(b
と

c
と
d
)
、
そ
し
て
そ
の
中

の
天
保
年
間
作
成

の
文
書

(d
)

を
さ
ら
に
、
理
左
衛
門
が
差
出
し
た
文
書
、
市
中
取
締
諸
色
掛
名
主
ま
た
は
定
世

話
掛
名
主
が
差
出
し
た
文
書
、
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
者
が
差
出
し
た
文
書
に
三
分

(
14

)

し
た
数

(
e
と
f
と

9

を
、
表
①
と
し
て
示
す
に
と
ど
め
る
。
一
一

冊
の
合
計

数
に
注
目
す
る
と
、
天
保
年
間
作
成

の
文
書
数

(d
)
一
一

六
点
の
う
ち
理
左
衛

門
差
出
の
文
書
数

(
e
)
が
過
半
数
の
六
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
理
左
衛
門
が
作
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成

・
提
出
に
携
わ

っ
た
可
能
性
の
あ
る
市
中
取
締
諸
色
掛
名
主
ま
た
は
定
世
話
掛

名
主
が
差
出
し
た
文
書
数

(f
)
を
足
す
と
八
八
点
に
の
ぼ
り
、
天
保
年
間
作
成

の
文
書
の
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
。
理
左
衛
門
以
外

の
者
が
差

表①理左衛門差出文書を含む冊の収録文書点数と内訳

a b C d e f 9

第1冊 62 45 1 16 6 3 7

第2冊 35 26 1 8 4 2 2

第3冊 29 14 7 8 4 2 2

第4冊 8 0 1 7 5 1 1

第5冊 9 1 4 4 1 3 0

第6冊 36 17 6 13 8 1 4

第8冊 12 11 0 1 1 0 0

第9冊 25 5 0 20 14 4 2

第12冊 28 18 0 10 4 2 4

第16冊 36 10 4 22 11 7 4

第17冊 166 158 1 7 4 1 2

合 計 446 305 25 116 62 26 28

 

出
し
た
文
書

(
9
)
の
二
八
点
に
お
い
て
、
旦
ハ体
的
な
分
析
は
省
略
す
る
が
、
差

出
人
は
様
々
で
特
に
固
定
し
て
い
な
い
。

以
上
、
簡
略
な
紹
介
に
と
ど
ま
る
が
、
先
に
第

一
冊
に
関
し
て
明
ら
か
に
し
た

内
容
構
成
上
の
特
徴
が
表
①
に
掲
げ
た
一
一

冊
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
大
別
す
る
と
、
天
保
年
間
に
理
左
衛
門
が
町
奉
行
所
か
ら
の

「御
尋
」
を

受
け
て
提
出
し
た
返
答
書
と
そ
の
内
容
に
直
接
関
連
す
る
文
書
を
収
録
す
る
部

(
15

V

分
、
お
よ
び
天
保
年
間
も
含
め
そ
れ
以
前

へ
も
遡
り
法
令
や
先
例
を
集
め
て
収
録

し
た
部
分
、
こ
の
ふ
た

つ
で
各
冊
は
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
16

)

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
名
主
熊
井
理
左
衛
門
の
経
歴
を
別
稿
な
ど
に
依
拠
し
な
が

ら
簡
単
に
紹
介
す
る
。
文
化
四
年
六
月
、
築
地
の
上
柳
原
町
名
主
善
三
郎
甥
の
平

次
郎
は
深
川
熊
井
町
名
主
を
代
々
勤
め
る
熊
井
理
左
衛
門
家
の
養
子
と
な
る
。
文

化
六
年
七
月
、
平
次
郎
は
理
左
衛
門
と
改
名
し
先
代

の
跡
を
継

い
で
熊
井
町
名
主

に
就
任
す
る
。
文
政
五
年
以
降
は
深
川
佐
賀
町

の
支
配
も
命
じ
ら
れ
る
。
天
保
二

年
、
名
主
番
組
ご
と
に
組
内
を
取
締
る
役
目
の
世
話
掛
名
主
が
設
置
さ
れ
る
が
、

理
左
衛
門
は
他

二
名

の
名
主
と
共
に

一
七
番
組
世
話
掛
に
任
命
さ
れ
る
。
こ
の
世

話
掛
任
命
に
先
立
ち
、
町
奉
行
三
廻
同
心
が
各
番
組

の
任
命
候
補
者
全
員
の

「風

聞
」
を
調
査
し
て
い
る
が
、
そ
の
調
書
に
お
い
て
理
左
衛
門
は

「
一
躰
律
儀

二
而
、

年
来
無
慨
怠
出
精
致
し
、
事
馴
諸
事
入
念
相
勤
、
当
時
専
御
用
立
候
も
の

二
有

之
」
と
い
う
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
鈴
木
町
名
主
源
七
は
、
天
保

一
二
年
七
月

付

で
、
市
中
取
締
に
関
す
る
町
奉
行
所
宛
意
見
書
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で

理
左
衛
門
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
(町
年
寄

の
)
三
家
共
、
御
用

談
来
申
候
堺
町

・
熊
井
町
両
人
而
已
万
端
相
用
申
候
故
、
惣
名
主
共

一
同
気
受
不

宜

…

」。

つ
ま
り
、
町
年
寄
が
熊
井
理
左
衛
門
と
も
う
ひ
と
り
の
堺
町
名
主

ば
か
り
を
重
用
す
る
の
で
、
名
主
全
員

の

「気
受
」
が
悪

い
、
と
源
七
は
述
べ
て

い
る
。
実
際
の

「気
受
」

の
良
し
悪
し
は
判
断

で
き
か
ね
る
が
、
こ
れ
ら
風
聞
書

・
意
見
書
か
ら
は
、
当
時

の
江
戸
町
方
に
お
け
る
行
政
に
お
い
て
、
理
左
衛
門
の

活
躍
が
大
変
め
ざ
ま
し
い
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

天
保

一
二
年

一
〇
月
に
い
わ
ゆ
る
天
保
改
革

の
推
進
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た
市

中
取
締
掛
名
主
、
同
じ
く
天
保

=
一一年
正
月
に
設
け
ら
れ
た
諸
色
掛
名
主
の
両
掛

に
お
い
て
も
理
左
衛
門
の
働
き
は
目
立

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
出
精
ぶ
り
が
町
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奉
行
鳥
居
甲
斐
守
に
も
認
め
ら
れ
、
天
保

一
三
年
一
二

月
に
は
、
熊
井
理
左
衛
門

と
牛
込
改
代
町
名
主
石
塚
三
九
郎
、
小
石
川
金
杉
水
道
町
名
主
鈴
木
市
郎
右
衛
門

の
三
名
主
に
は
苗
字
が
許
さ
れ
、
「惣
名
主
上
席
」
と
い
う
地
位
が
与
え
ら
れ
る
。

彼
ら
は
市
中
取
締

・
諸
色
掛
名
主
た
ち
を
統
括
す
る
立
場
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
、
天
保

一
四
年
六
月
か
ら
同
年

一
〇
月
ま
で
の
問

に
、
彼
ら
三
名
主
は
各
名
主
番
組
の
世
話
掛
を
統
括
す
る
定
世
話
掛
と
い
う
役
職

に
も
就
く
。
そ
の
他
、
理
左
衛
門
は
人
別
掛

の
筆
頭
と
し
て
、
あ
る
い
は
江
戸
市

中
の
各
水
路
で
実
施
さ
れ
た
川
湊
掛
の
筆
頭
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
な
お
、

天
保

一
四
年
七
月
、
褒
賞
と
し
て
、
理
左
衛

門
は
そ
の
支
配
町
域
を
深
川
熊
井
町

他
か
ら
江
戸
町
方
中
心
部
の
堀
江
町
他

へ
と
移
さ
れ
て
い
る
。
元
の
支
配
町
域
は

息
子
が
引
き
継
い
で
い
る
。

こ
う
し
て
天
保
改
革
の
諸
政
策
実
現
の
た
め
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
で

一
層

そ
の
地
位
や
権
威
を
高
め
た
理
左
衛
門
た
ち
三
名
主
で
あ
っ
た
が
、
水
野
忠
邦
の

失
脚
で
改
革
が
頓
挫
し
た
後
も
理
左
衛
門
た
ち
の
活
躍
は
続
く
。
川
湊
事
業
は
嘉

永
年
間
ま
で
続
行
さ
れ
る
。
さ
ら
に
重
要
な

の
は
嘉
永
四
年
の
株
仲
間
再
興

へ
の

関
与
で
あ
る
。
再
興
の
準
備
や
再
興
後
に
お
け
る
商
人
仲
間
の
問
の
利
害
調
整
な

ど
、
理
左
衛
門
た
ち
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

理
左
衛
門
た
ち
三
名
主
の
活
躍
に
も
安
政
四
年

一
二
月
の
彼
ら
の
失
脚
で
終
止
符

が
打
た
れ
る
。
商
人
か
ら
の
収
賄
を
告
発
さ
れ
た
三
名
主
は
名
主
役
を
取
り
上
げ

ら
れ
入
牢
す
る
。
罪
状
が
確
定
す
る
前
に
石
塚
三
九
郎
と
鈴
木
市
郎
右
衛
門
は
牢

死
し
、
生
き
残

っ
た
熊
井
理
左
衛
門
に
は
江
戸
払

い
が
申
渡
さ
れ
る
。
そ
の
後
の

理
左
衛
門
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
が
理
左
衛
門
の
経
歴
の
簡
単
な
紹
介

で
あ
る
。
本
稿
で
み
て
き
た
と
お
り

天
保
年
間
に
理
左
衛
門
が
町
奉
行
所

へ
差
出
し
た
文
書
が
数
多
く

『重
宝
録
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
の
多
さ
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
理
左

衛
門
の
経
歴
を
考
え
る
と
納
得
が
い
く
。
「専
御
用
立
候
も
の
」
と
し
て
の
理
左

衛
門
に
対
す
る
町
奉
行
所
役
入
の
評
価
は
天
保
改
革
開
始
以
前
か
ら
高
く
、
彼
ら

は
江
戸
町
方
の
行
政
に
つ
い
て
の
数

々
の

「御
尋
」
を
理
左
衛
門
に
対
し
て
行

っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
保
改
革
期
に
お
け
る
理
左
衛
門
の
地
位

の
上
昇
や
権
限

の
拡
大
は
、
町
奉
行
所
役
人
た
ち
の
理
左
衛
門

へ
の

「御
尋
」

の
頻
度
を
さ
ら
に

高
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
『重
宝
録
』
の
編
者
に
つ
い
て

以
下
、
『重
宝
録
』
の
編
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

前
章
で
み
た
と
お
り
、
表
①
に
掲
げ
た

『重
宝
録
』

の
中
の

一
一
冊
に
は
名
主

理
左
衛
門
が
差
出
人
と
な

っ
て
い
る
文
書
の
写
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
傾
向
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
理
左
衛
門
自
身
が
こ
れ
ら
の
冊
の
編
者
で
あ
る

と
す
れ
ば

一
番
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
理
左
衛
門
が

町
奉
行
所

へ
諸
々
の
返
答
書
を
提
出
し
た
際
に
手
元
に
残
し
た
そ
れ
ら
返
答
書

の

控
や
、
様
々
な
目
的
で
参
照
し
た
過
去
の
町
触
や
諸
先
例
の
関
連
文
書
な
ど
が
書

き
写
さ
れ
て
成
立
し
た

の
が
、
『重
宝
録
』
中
の
こ
れ
ら
一
一

冊
で
は
な

い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
理
左
衛
門
以
外
の
人
物
が
編
者
と
な

っ
て
町
触
や
先
例
と
す
べ
き
諸

事
件
の
関
連
文
書
を
収
集
し
て
み
た
と
こ
ろ
天
保
期
の
分
に
つ
い
て
は
そ
の
当
時

活
躍
し
て
い
た
理
左
衛
門
の
差
出
し
た
文
書
が
結
果
的
に
多
く
収
録
さ
れ
る
に
い

た

っ
た
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
考
え
う
る
。

こ
こ
で
そ
れ
ら

一
一
冊
の
中
か
ら
第
八
冊
を
取
り
上
げ
、
そ
の
構
成
に
注
目
し

て
み
る
。
先
の
概
要
紹
介
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
第
八
冊
の
収
録
文
書
は
す
べ

て
寺
社
の
境
内
町
屋
や
門
前
町
屋
、
寺
領
の
取
扱
い
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
収
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録
文
書

一
二
点
の
内
訳
は
、
延
享
二
年
閏

一
二
月
付
か
ら
寛
延
二
年
八
月
二
四
日

付
ま
で
の
文
書
が

一
一
点
で
、
残
り

一
点
は
天
保

一
二
年
九
月
二
五
日
付
で
理
左

衛
門
が
深
川
永
代
寺
門
前
に
関
す
る

「御

尋
」
を
受
け
て
提
出
し
た
返
答
書
で
あ

る
。
宛
所
を
欠
く
が
、
お
そ
ら
く
は
町
奉
行
あ
る
い
は
町
奉
行
所
役
人
に
宛
て
た

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
て
、
右

で
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
第
八
冊
の
収
録

文
書

の
ほ
と
ん
ど
は
、
延
享
二
年
閏

一
二
月
以
降
四
年
た
ら
ず
の
間
に
作
成
さ
れ

た
文
書

で
あ
る
。
詳
細
な
分
析
は
省
略
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
延
享
二
年
閏

一
二
月

に
行
わ
れ
た
寺
社
門
前
町
屋

の
支
配
制
度

の
改
変
に
と
も
な

っ
て
新
た
に
規
定
さ

れ
た
こ
と

の
記
録
類
で
あ
る
。
こ
の
時
期

は
江
戸
の
寺
社
門
前
の
編
成
に
お
い
て

最
も
大
き
な
画
期
で
あ
り
、
こ
れ
ら
記
録
類
は
以
後
何
か
に
つ
け
て
参
照
さ
れ
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
編
者
が
理
左
衛
門
で
な
い
と
す

る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
延
享

・
寛
延
に
作
成
さ
れ
た

一
連
の
文
書
を
収
録
し
た
冊
の

中
に
、
そ
れ
か
ら

一
〇
〇
年
近
く
た

っ
た
天
保

一
二
年
の
理
左
衛
門
差
出
文
書
を

一
点
だ
け
こ
と
さ
ら
に
挟
み
込
む
理
由
が
見
出
し
に
く
い
。
し
か
し
、
編
者
が
理

左
衛
門
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
寺
社
門
前
に
関
し
て
参
照
し
た
延
享

・
寛
延
の
記
録

と
や
は
り
寺
社
門
前
に
関
係
す
る
自
ら
の
返
答
書
の
控
と
を
同
じ
ひ
と

つ
の
冊
に

収
録
す
る
と
い
う
行
為
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な

い

か
。こ
の
第
八
冊
が
顕
著
な
例
で
あ
る
が
、
『重
宝
録
』
全

二
六
冊
の
う
ち
理
左
衛

門
差
出
文
書
を
収
録
す
る

一
一
冊
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
冊
の
構
成
内
容
な
ど

か
ら
し
て
、
理
左
衛
門
を
編
者
と
す
る
考
え
方
が
最
も
整
合
的
だ
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
右
で
検
討
し
た

一
一
冊
以
外
の

一
五
冊

(第
七
冊

・
第

一
〇
冊

・

第

一
一
冊

・
第
一
三

冊

・
第

一
四
冊

・
第

一
五
冊

・
第

一
八
冊

・
第

一
九
冊

・
第

二
〇
～
二
四
冊
お
よ
び
別
冊
二
冊
)
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
う
ち
特
に
取
り

上
げ
る
の
は
第
二
〇
冊

・
第
二

一
冊
お
よ
び
別
冊
二
冊
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の

一

一
冊
に
つ
い
て
は
編
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
手
が
か
り
が
現
在
見
出
せ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
一
一

冊
の
内
容
は
第

一
章
で
紹
介
し
た
と
お
り
だ
が
、
例
え
ば
、
第
七
冊

は
慶
安
元
年
二
月
二
八
日
付
か
ら
文
化
七
年

一
〇
月
二
八
日
付
に
い
た
る
八
品
商

関
係

の
文
書
が
編
年
体
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
七
冊
の
編
者
が
理
左
衛
門

で
あ

っ
た
と
し
て
も
特
に
矛
盾
す
る
部
分
は
な
い
が
、
そ
の

一
方
で
、
理
左
衛
門

以
外
の
編
者
で
あ

っ
た
と
し
て
も
矛
盾
す
る
箇
所
は
な
い
。
同
様
の
こ
と
が
残
り

一
〇
冊
に
も
該
当
し
、
編
者
に
関
し
て
考
察
す
る
手
が
か
り
を
欠
く
。

で
は
ま
ず
第
二
〇
冊
に
注
目
す
る
。
こ
の
冊
は

「諸
色
之
部
」
と
い
う
副
題
が

あ
り
、
内
容
は
江
戸
に
お
け
る
諸
商
品
の
入
荷
量
そ
の
他
を
書
上
げ
た
記
録

一
点

か
ら
な
る
冊
で
あ
る
。
作
成
年
代
は
、
第

一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
安
政
三
年

一

一
月
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
書
上
に
は

「
江
戸
表
諸
色
船
運
送
入
津
陸
付

着
荷
高
、
密
々
御
尋
二
付
、
左

二
奉
申
上
候
」
と

い
う
作
成
の
経
緯
が
記
さ
れ
て

い
る
。
「御
尋
」
を
し
た
の
が
誰
か
、
こ
の
書
上
が
誰
に
対
し
て
報
告
さ
れ
た
の

か
は
記
載
が
な
い
が
、
取
扱

い
内
容
か
ら
み
て
、
町
奉
行
あ
る
い
は
町
奉
行
所
役

人
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
名
主
理
左
衛
門
は
、
先
に
経
歴
を
紹
介
し
た
よ
う
に
、

こ
の
当
時
、
諸
色
掛
名
主
の
代
表
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
嘉
永
四
年
三

月
の
株
仲
間
再
興
前
後
の
時
期
に
も
、
諸
色
掛
を
代
表
し
て
再
興
の
方
法
や
物
価

の
動
向
に
関
す
る

「御
尋
」
を
受
け
報
告
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が

『諸
問
屋
再
興

調
』
な
ど
か
ら
判
明
す
る
。
こ
の
第
二
〇
冊
に
収
録
さ
れ
た
書
上
の
作
成
者
も
こ

れ
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
第
二
〇
冊
の
編
者
と
し
て
も

理
左
衛
門
が
妥
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。

先
に
検
討
し
た
理
左
衛
門
差
出
文
書
を
収
録
す
る

一
一
冊
、
お
よ
び
右
で
注
目

し
た
第
二
〇
冊
-
以
下
こ
れ
ら

一
二
冊
を

『重
宝
録
』
A
群
と
呼
ぶ
ー
を
み
る
限

り
に
お
い
て
、
『重
宝
録
』
の
編
者
は
理
左
衛
門
で
あ
る
と

い
う
見
方
を
強
め
ざ

る
を
え
な
い
。
本
稿
の

"は
じ
め
に
"
で
紹
介
し
た

『江
東
区
史
』
も
、
お
そ
ら
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く
こ
こ
ま
で
の
筆
者
の
分
析
作
業
と
同
様

の
観
点
か
ら
、
『重
宝
録
』
の
編
者
は

相
川
町
名
主
の
新
兵
衛
で
は
な
く
理
左
衛
門
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
筆
者
も
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
見
解
は

『重

宝
録
』
A
群
に
お
い
て
は
正
し
い
と
考
え
る
。

し
か
し
、
『重
宝
録
』
全
二
六
冊
の
編
者

が
理
左
衛
門
で
あ
る
、
と

い
う
見
解

に
は
問
題
が
存
在
す
る
。

別
冊
の
二
冊
は
嘉
永
三
年

・
嘉
永
四
年
に
深
川
の
水
路
で
実
施
さ
れ
た
川
湊
の

日
記
で
あ
る
。
理
左
衛
門
は
、
先
の
経
歴
紹
介
に
お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
江
戸

市
中
各
所
で
川
波
掛
の
筆
頭
を

つ
と
め
て
お
り
、
こ
の
深
川
の
川
湊
掛
に
も
名
を

連
ね
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
日
記
を
書
い
た

の
が
理
左
衛
門
で
あ

っ
て
も
問
題
は

な

い
の
だ
が
、
こ
の
深
川
の
川
湊
掛
に
は
相
川
町
名
主
の
新
兵
衛
も
加
わ

っ
て
い

る
。
別
冊
二
冊
の
記
録
か
ら
、
嘉
永
三
年
と
嘉
永
四
年
の
総
作
業
日
数
は
三

一
〇

日
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
理
左
衛
門
が
普
請
場
に
出
勤
す
る
の
は
、
普
請

開
始
直
後
や
町
奉
行
の
見
廻
り
が
あ
る
日
な
ど
が
主
で
、
合
計
三
四
日
間
に
と
ど

ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
新
兵
衛
の
出
勤
日
数
は
二
二
五
日
に
お
よ
ぶ
。
日
記
自
体
、

毎
日
記
入
す
る
の
で
は
な
く
、
後
日
に
な

っ
て
数
日
分
ま
と
め
て
記
入
す
る
こ
と

も
多

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
全
作
業
日
の
記
録
を
載
せ
た
こ
の

『重
宝
録
』

の
別

冊
二
冊
の
作
成
者
と
し
て
は
、
理
左
衛
門
よ
り
も
新
兵
衛
の
方
が
蓋
然
性
が
高

い

の
で
は
な

い
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
重
要
で
あ
る
。
町
奉

行
の
見
廻
り
に
対
応
す
る
た
め
理
左
衛
門

(熊
井
)
が
掛
名
主

へ
廻
状
を
出
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
一
、
明
三
日

御

(17

)

奉
行
様
見
廻
御
沙
汰

二
付
、
熊
井
氏
よ
り左
之
通
廻
状
出
」
。
ま
た
、
普
請
の
作
業

中
、
水
盛
杭
に
掛
名
主
が
水
面
の
位
置
を

「墨
引
」
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の

(
18
)

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「筆
者
新
兵
衛
認
候
事

是
迄
三
本
認
」
。
つ
ま
り
、
こ

の
日
記
の
作
成
者
は
、
理
左
衛
門
に
対
し
て
は

「熊
井
氏
」
と
い
う
か
た
ち
で
敬

称
を
用

い
て
い
る
が
、
新
兵
衛
に
対
し
て
は
敬
称
を
付
し
て
い
な
い
。
先
の
出
勤

日
数

の
差
や
こ
の
敬
称

の
有
無
を
み
る
と
、
『重
宝
録
』
別
冊
二
冊
の
作
成
者
は

相
川
町
名
主
の
新
兵
衛
で
あ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
こ
の
別
冊
二
冊
を

『重

宝
録
』
D
群
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

次
に
第
二

一
冊
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
冊
に
は
、

一
二
代
将
軍
家
慶
の
死

去
に
と
も
な
う
諸
行
事
を
嘉
永
六
年
七
月
二
二
日
付
か
ら
同
年
一
一

月
二
七
日
付

ま
で
記
録
し
た

「慎
徳
院
様
麗
御
書
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
出
棺

日
の
前
日
と
当
日
に
お
け
る
深
川
地
域
の
名
主
の
町
内
見
廻
り
に
関
す
る

「八
月

二
日
」
付
の

「申
合
」
の
写
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
見
廻
り
を
す
る
名
主

(お
よ

び
見
習
か
)

一
二
名
の
名
前
が
担
当
日
別
に
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、

例
え
ば

「
田
中
市
郎
次
」
・
「熊
井
理
平
次
」
・
「相
川
新
兵
衛
」
な
ど
の
よ
う
に
苗

字
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
苗
字
の
使
用
が
許
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

「申
合
」
が
町

奉
行
所
な
ど
へ
提
出
す
る
書
類
で
は
な
く
、
担
当
の
名
主
た
ち
が
相
互
に
確
認
す

る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
第
二

一

冊
に
は
、
こ
れ
と
同
様
の

「公
方
様
麗
」
に
お
け
る
名
主
た
ち
の
見
廻
り
分
担
の

記
録
が

「慎
徳
院
様
麗
御
書
記
」
の
末
尾
に
加
筆
し
た
よ
う
な
か
た
ち
で
収
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
は

「右
者
慎
徳
院
様
御
例
之
通
、
通
達
廉
々
有
之
、
深
川

町
々
小
名
木
川
を
境
、
(中
略
)
左
之
通
当
番
相
立
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
「安

政
五
午
年
八
月
」

の
こ
の
記
録
は
将
軍
家
定
の
葬
儀
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
に
引
用
し
た
記
述
か
ら
は
、
先
に
収
録
し
て
あ
る

「慎
徳
院
様
亮
御
書
記
」
を

参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
安
政
五
年
八
月
の
見
廻
り
分
担
な
ど
を
作
成
し
、
そ
の
末

尾
に
そ
の
記
録
を
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
、

こ
れ
ら
記
録
が
作
成
さ
れ
た
嘉
永
六
年
や
安
政
五
年
の
時
点
で
、
理
左
衛
門
は
深

川
地
域
に
お
い
て
名
主
を
勤
め
て
い
な
い
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
前
に
も
紹
介
し

た
よ
う
に
、
天
保

一
四
年
七
月
以
降
、
理
左
衛
門
は
深
川
熊
井
町
そ
の
他
か
ら
、
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江
戸
町
方
中
心
部
の
堀
江
町
そ
の
他

へ
と
支
配
町
域
を
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
経

歴
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
安
政
四
年

一
二
月

に
は
名
主
役
を
取
り
上
げ
ら
れ
失
脚
し

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
嘉
永
六
年
や
安

政
五
年
に
作
成
さ
れ
た
深
川
地
域
の
名

主

「申
合
」
を
収
録
し
た
こ
の
第
二

一
冊

の
編
者
が
理
左
衛
門
で
あ
る
可
能
性
は

き
わ
め
て
低

い
。

一
方
、
編
者
が
相
川
新

兵
衛

で
あ

っ
て
も
矛
盾
は
な

い
が
、
新

兵
衛
が
編
者

で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
材
料
は
欠
け
て
い
る
。
「申
合
」
を
行

い

深
川
地
域
で
見
廻
り
を
分
担
す
る
名
主
の
誰
か
が
編
者
で
あ
る
可
能
性
は
高

い
と

い
え
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
編
者
が
新
兵
衛
で
あ

っ
て
も
問
題
は
な
い
。
な
お
、

見
廻
り
分
担
者
と
し
て
名
前
の
あ
が

っ
て
い
る
熊
井
理
平
次
は
熊
井
町
名
主
で
あ

る
。
理
左
衛
門
が
堀
江
町
名
主
と
な

っ
た
跡
の
熊
井
町
名
主
は
理
左
衛
門
の
息
子

の
小
太
郎
が
引
き
継
ぐ
が
、
弘
化
二
年
四
月
に
小
太
郎
は
病
気
を
理
由
に
退
役
し

そ
の
跡
を
理
平
次
が
継
い
で
い
る
。
理
平
次
と
理
左
衛
門
と
の
続
柄
は
不
明
で
あ

る
。
理
左
衛
門
が
編
者
で
は
な
い
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
な
こ
の
第
二

一
冊
を

『重
宝

録
』
C
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
編
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
手
が
か
り
を
欠

く
冊
を
先
に
一
一
冊
挙
げ
た
が
、
こ
れ
を

『重
宝
録
』
B
群
と
呼
ぶ
。

以
上
、
『重
宝
録
』
の
編
者
に
関
す
る
検
討
を
ま
と
め
る
。
こ
こ
で
は

『重
宝

録
』
全
二
六
冊
を
、
A
群

(
一
二
冊
)
・
B
群

(
一
一
冊
)
・
C
群

(
一
冊
)
・
D

群

(二
冊
)
に
分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
編
者

の
問
題
を
考
察
し
た
。
A
群
に

つ
い
て

は
熊
井
町
名
主

(後
に
堀
江
町
名
主
)
の
熊
井
理
左
衛
門
が
編
者
で
あ
る
可
能
性

が
高

い
。
D
群
に
つ
い
て
は
相
川
町
名
主
相
川
新
兵
衛
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。

B
群
に
つ
い
て
は
編
者
が
確
定
で
き
な

い
。
理
左
衛
門
が
編
者
で
あ

っ
て
も
、
あ

る
い
は
新
兵
衛
が
編
者

で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
矛
盾
は
生
じ
な

い
。
C
群
に
つ

い
て
は
編
者
が
理
左
衛
門
で
は
な
い
こ
と

は
ほ
ぼ
確
定
的
で
あ
る
が
、
誰
が
編
者

で
あ
る
の
か
確
定

で
き
な
い
。
新
兵
衛
を
編
者
と
し
て
も
矛
盾
は
な

い
。

お
わ
り
に

各
冊
の
成
立
時
期
や
成
立
経
緯
が
異
な
り
、
最
少
で
も
熊
井
理
左
衛
門

・
相
川

新
兵
衛
と

い
う
二
名
の
編
者
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

『重
宝
録
』
の
す
べ
て

の
冊
に
は
、
現
在
、
「相
川
蔵
書
」
と
い
う
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
第
1
章

の
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う

に
、
『重
宝
録
』
と
同
じ
く
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵

の

『寛
永
録
』
・
『書
留
』
・
『
(御
触
町
触
諸
達
)』
に
も

「相
川
蔵
書
」

の
蔵
書
印
が

押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『重
宝
録
』
を
含
め
こ
れ
ら
史
料

で
は
、
表
紙
の
右
上

に

「弐
拾
六
」
と
墨
で
記
入
さ
れ
た
和
紙
の
貼
紙
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
事

実
は
、
『重
宝
録
』
が
、
『寛
永
録
』
そ
の
他
の
史
料
と
共
に
、
あ
る
時
期
相
川
家

の
所
蔵
す
る
文
書
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を

考
慮
す
る
と

『重
宝
録
』
の
伝
来
や
成
立
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
仮
説
が
立
て

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
熊
井
理
左
衛
門
の
下
に
お
い
て
A
群

(あ
る
い

は
A
群
と
B
群
)
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
が
何
ら
か
の
事
情
で
相
川
新
兵
衛
の

下
に
移
さ
れ
て
き
た
。
あ
る
い
は
、
理
左
衛
門
の
下
に
あ

っ
た
そ
れ
ら
の
冊
を
新

兵
衛
が
書
き
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
方
、
新
兵
衛
に
よ

っ
て
D
群

(あ
る
い

は
B
群
と
D
群
)
が
作
成
さ
れ
た
。
C
群
は
新
兵
衛
自
身
が
作
成
す
る
か
、
あ
る

い
は
何
ら
か
の
経
緯
を
経
て
入
手
し
た
。
こ
う
し
て
新
兵
衛

の
下
で
A
群
～
D
群

が

一
括
さ
れ
二
六
冊
の

『重
宝
録
』
が
成
立
し
た
。
な
お

『重
宝
録
』
と
い
う
表

題
を
付
け
た
の
が
誰
な
の
か
判
断
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
現
在
あ
る

『重
宝
録
』
は
新
兵
衛
の
下
で
成
立
し
た

も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
新
兵
衛
こ
そ
が

『重
宝
録
』
全
体
の
編
者
で

あ
る
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
少
な
く
と

も
A
群
に
関
し
て
は
理
左
衛
門
が
い
わ
ば
原

・
編
者

で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
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『重
宝
録
』
の
史
料
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
そ
の
利
用
価
値
を
高
め
る
た
め
に

は
、
こ
の
原

・
編
者
と
し
て
の
熊
井
理
左
衛
門
の
存
在
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

註(
1
)

『深

川

区

史
』
上

巻

(
一
九

二

六
年

五
月
)
、
二
三

頁
。
な

お
、
こ

の

『深

川

区

史
』

の
も

の
も
含
め

て

『重
宝

録
』

の
編
者
問

題
や
従
来

の
見
解

に

つ
い
て
は
山

際

實
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。

(2
)

『江
東
区
史
』

(
一
九

五
七
年

一
二
月

)
、

一
六
八
頁
。
な
お
、
引
用
末

尾
に

『重
宝

録
』

の
保
存
機

関
と
し

て
記

さ
れ

て

い
る
都
政
史
料
館

は
東

京
都
公
文
書
館

の
前
身

で
あ
る
。

(
3
)

曲
田
浩
和

「
巨
大
市
場
江
戸

の
変
容
」

(斎

藤
善
之
編

『新

し

い
近
世
史

3
市
場
と

民
間
社
会
』

新
人
物
往
来
社
、

一
九
九
六
年
四
月
)
、
二
四
〇
頁
。

(
4
)

高
山
慶

子

「
深
川
猟
師

町

の
漁

師
」

(
『お
茶

の
水
史
学
』

四
五
、
二
〇

〇

一
年

一

〇
月
)
、

二
三

・
四
四
頁
。

(
5
)

後

で
本

文
中
ふ
れ

る
が
、
名

主
熊
井

理
左
衛

門
は
、
天
保

一
四
年

七
月
、
そ

の
支

配
町
域
を
深
川

の
熊

井
町
そ

の
他

か
ら
江
戸

町
方

中
心
部

の
堀
江

町
そ

の
他

へ
と
移

し

て

い
る
。

こ
の
書

上

で
は
熊

井
理
左
衛
門

の
支
配
町
域
は
堀

江
町
そ

の
他
と

な

っ

て

い
る
た

め
、
こ
れ
が
天
保

一
四
年
七
月

以
降
に
作
成
さ

れ
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。

(6
)

『重
宝
録
』

一

(東
京
都
公
文
書
館

、
二
〇
〇
〇
年

一
〇
月
)
六
～

一
一
頁
。

(
7
)

同
右
書

、
三

・
六

・
一
三

・
三
五

・
四
二
頁

。

(
8
)

同
右
書

、
三
〇
～
三
五
頁

。

(
9
)

同
右
書

、
三
五
～
三
七
頁

。

(
10
)

同
右
書
、
三
七

・
三
八
頁
。

(
11
)

同
右
書
、
三
八

・
三
九
頁
。

(12
)

同
右
書
、

四

一
・
四

二
頁
。

(13
)

同
右
書

、
四
二
～
四
四
頁
。

(14
)

理
左
衛
門
を
含
む

複
数

の
人
物

が
連
名

で
差
出

し
た
文
書
も

理
左
衛

門
差
出
文

書

の
中

に
含

め
た
。
な

お
、
本
文
に
お

い
て
後

で
述

べ
る
よ
う

に
、
理
左
衛

門
は
、
天

保

一
四
年
七
月
以
降
、
そ

れ
ま
で

の
熊
井

町
そ

の
他
か

ら
堀

江
町
そ

の
他

へ
と
そ

の

支
配
町
域
を
移

し
、
肩
書

き
も
熊
井
町
名

主
か
ら
堀
江

町
名
主

へ
と
変

っ
て
い
る
。

と

こ
ろ
で
、
文
書
点
数

を
数
え

る
際
、
ひ
と

つ
の
文
書

の
中
に
別

の
文
書

の
全
体
あ

る

い
は

一
部

が
引
用
さ
れ

て

い
た
り
す
る
場
合

な
ど
は
、

こ
れ
を
文
書

何
点
と
数
え

る
か
判
断

が
難
し

い
こ
と
も

あ
る
。
筆
者
と

は
異
な
る
数
え
方

も
あ
る
だ

ろ
う
。

し

た

が

っ
て
、
表
①

に
掲

げ
た
文
書
点
数

は
あ
く
ま

で
ひ
と

つ
の
目
安

と
し

て
考
え

て

ほ
し

い
。

(
15
)

ご
く

わ
ず
か
だ
が
例

外
も
含
ま

れ
る
。
第

六
冊

の
末
尾

に
は
深

川
地
域

の
名
主

や

名
主
見

習

・
名
主
後
見

の
任
免

に
関
す

る
願
書
類

が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

(16
)

拙
稿

「
天
保
改

革
と
江

戸

の
名

主
-

都
市

支

配
機

構
と

天
保

改
革
」

(藤

田
覚

編

『
幕
藩
制

改
革

の
展
開
』
山

川
出
版
社
、

二
〇
〇

一
年
一
一

月
)
。

『大

日
本

近
世

史

料
』

市
中
取
締
類
集

一
市

中
取
締
之

部

一
、
二
九

九
頁

。
『近

世
庶

民
生

活
史
料

藤

岡
屋
日
記
』

八

(
三
一

書

房
、

一
九
九
〇
年

一
〇
月
)
、

一
六
〇

・
一
六

一
頁

。

(
17
)

『重
宝
録
』
別
冊
そ

の

一
、
第
四
五
丁
裏

。

(
18
)

『重
宝
録
』
別
冊
そ

の
二
、
第
八

一
丁
表
。
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